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強磁場超伝導材料研究センター 渡 辺 和 雄
1くamerlinghOnnesが1908年にへiYウム/.市 販の一般的な りOKヘリウム冷凍機で伝導冷
の液化に成功し,/9個年にHgを 用いて超伝導現 却される方式をとり真空中で動作させる。そ






リウムを使用することが不可欠である。そのため3.実 用化 という観点から50mmボ アで4～5
には,液 体ヘリウムという低温環境を扱える熟練T級(室 温ボアで38mm)の磁場発生 を可能
が要求される。液体ヘリウムは低温を専門としな とさせる。また,動 作電流は大電流でもコン





グネットは,熱 侵入が大きく頻繁に液体ヘリウム を用いた市販のGM冷 凍機の2段 ステージにボ
を補給せざるを得ない。そのたびごとに,実験の ルト止めされた。2段 ステージの冷凍能力は りOK
中断を余儀なくされる。したがって,長 時間の連 で0.4Wである。真空状態に置かれたコイルは,
続運転を必要とする実験,例えば,X線 や中性子 この2段 ステージとの熱接触によって伝導冷却さ
線回析などの研究や,結 晶成長,化 学反応などに れる。電流リードとしては,室 温から/段 ステー(
強磁場を組み合せることは非常に難しかった。超 ジまでは銅線を用い,り段ステージに熱アンカー
伝導マグネットに頼らざるを得ない強磁場領域の をとってBi2Sr2Ca2Cu30、Dの酸化物超伝導体
研究者にとって,液 体ヘリウ▲を一切使用 しない へと接続 した。このBi(2223)超伝導体は,77.31く
超伝導マグネットこそ,ま さに次世代のマグネッ のゼロ磁場中では/000A以上の臨界電流を持つ
トとして期待していたものである。 が,磁 場の印加で急激に特性が悪くなる。このた
以上の観点から,超 伝導工学の立場で/つ のデ めに磁気シール ドを行 って,Bi(2223)には漏れ
モンストレーションを行ってみた。液体へiYウム 磁場が 刀.3K側で2008auss以下になるように
によって実現できた超伝導マグネットをさらに発 設計 した。
展させて,液 体ヘリウムを使用しない超伝導マグ 励磁試験を行った結果,/1Kのコイル温度 で
ネットの実用化を1ヨ指した。465Aま で通電でき,50mmボアの中心磁場で4.
液体ヘリウムを使用しない超伝導マグネットの6Tを 発生させた。465Aはコイルのクエンチ電流
実用化という点で以下の3点 に重点を置いた。 であり,この時のコイルの温度は19Kまで上昇 し
たが,こ の温度上昇では全く問題がなかった。真
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日本電気株式会社基礎研究所 日比 谷 孟 俊
この度,ご 縁があって4月 から9月 まで,金 研 一先生らと,合 金状態図の作成などの研究をされ
の客員教授をさせて戴く機会を与えられ,企 業の た。のち,東 京工業大学では酸化物磁性体である
研究所にいる自分にとっては,図 らすも日常とは フエライトを発明されている。武井先生は,私 た
異なった空 間で時間を過ごす体験をさせて戴い ぢに 「大学は,他 人と同じことをやったら駄目で
た。おりしも,西 沢学長がNHI〈教育テレビの人 すよ」と折あるごとにEわ れていたし,本多先生
間大学で講義をされていた時で,東 北大学の学風 の事をよくおっしゃっていた。同じ様に,高 等工
　 ピ
を自分の肌とテレビとで確認する機会 ともなっ 業の卒業生で仙台の門を叩いた学徒に,茅 誠司先 曳
た。 生や松前重義先生などがおられ,そ れぞれ,磁 性
客員教授のお話は,福 田承生先生からのお薦め 物理と通信技術に関 し独創的な仕事をされてい






信や光情報処理に利用される材料である。 しかし 方々の活躍である。材料の研究では,所 望の試料






















般,ド イツのベルリン工科大学を訪問する機会が 忘れられているのではなかろうか。戦前,広 島県
あった。そこのFrohberg教授は,溶融スズの の呉には当時のハイテクの象徴であった海軍工廠
拡散定数がこれまで報告されているようなア レ があり,海 軍の主力艦艇を建造し,そ の技術を民
ニウス型の温度依存 を持つのではなく,絶 対温度 問造船所に移転していた。そこでは多くの熟練工
の2乗 に比例することをスペースシャトルを利用 を養成 していた。呉の工廠に勤務 していたという
した微小重力実験SL-/とSL-D/を 通 じて発 だけ,退職後も全国の工場からひっぱりダコであ
見 した研究者である。この実験のための装置は,っ たと言う。手を動かし,汗 をかいて物を作れる
フツプ トップ型のパソコン程度の大きさである 技術を大切にしたい。そうしなければ,研 究者や
が,驚 くことにこの実験装置はベルリン工科大学 設計者のどんな優れたアイデアも,決 して具体化




認のためにNASAへ 提出する膨大な書類も全て ると確信 している。


























































































































































東北大素材研 早稲 田 嘉 夫
東北大金 研 鈴 木 謙 爾
1.は じめに 山形大学理学部科学科 植村 治
液体やアモルファス相などの構造不規則系にお 液体テルルの短鎖モデルによる構造解析
Lけ る原子の配置と運動は,周 辺原子との相互作用 高工ネルギー物理学研究所ブース9一 利用施設
に強く支配される。すなわち,金 属結合,共 有結 三沢正勝
合,イ オン結合など,対 象となる系の電子状態の 液 体 金 属 及 び 溶 融 塩 のReverseMonte
差異が原子のダイナミックスに鋭敏に反映されるOarlO法 による構造解析
事が知られている。 しか し,これらの分野に係わ 新潟大学理学部物理学教室 田巻 繁
る国内の研究者は,物 理,化 学,材 料,素 材プロ 新潟大学大学院自然科学研究科 丸山謙ニ
セスなど広い分野にわたっており,そ れぞれの立 液体カルコゲンの原子配列と電子配列
場からそれぞれの興味に基づいて個々の問題に取 京都大学理学部物理学第一教室 遠藤裕久
り組んでいる現状である。 したがって,構 造不規 液体カルコゲン系半導体の熱力学的性質とD-n
則系の物性科学的課題について,勤 すしも共通の 転移
認識を持っているわけではない。さまざまな成果 北海道大学理学部化学第二学科[P村 義男
について,異 なる分野の研究者が自由な立場で意 液体Teに おけるイオン電 子相関
見を交換することは,新 しい知見を共有 し,研究 九州大学教養部物理学教室 武田信
上の支障をブレクスルーさせる可能性が十分期待 九州大学教養部物理学教室 乾 雅祝
できる。 このような状況を踏まえ,理 論と実験の 超臨界流体の構造解析一水銀及びセレンを中心 に
研究者が現在遂行[Pの成果を持ちよつて,構 造不 広島大学総合科学部物理学教室EE]村剛=郎




研究会は,平成4年7月9日 体1および 伯 日㈹の 表面融解と表面固化
二日間にわたり,東 北大学金属材料研究所の新棟 岩手大学工学部材料物性学科 長谷川正之
5階会議室 と三号館3階 講堂において開催 されR-V-TmeasUrementsaroundthe
た。参加者は所内,所外あわせて34名であり,以iiquiCt-vaDorcriticalPOintofDotas一
下のようなプログラ▲で発表と議論を行った。まs「ummetal
た,9口 の講演議論終了後懇親会を開催,参 加者Marburg大 学(栗北大金研)G.F.Hohl
全員がうち とけてこの分野の将来展望などを含 アモルファス金属の中距離構造と低温物性




新潟大学教養部物理学教室 長谷川彰 およびBlを添加した場合の導電率,熱 電能と添
広島大学総合科学部物理学教室 渡部三雄 加元素の化学ポテンシャルの測定結果について報
MHNC近 似による液体金属の構造 告した。
広島大学総合科学部大学院 森 春幸 武田,乾は,高精度のX線 及び中ll生子回折によ
広島大学総合科学部物理学教室 星野公≡ る構造のデー9か ら導出した液体Teの イオンー
広島大学総合科学部物理学教室 渡部三雄 電子相関について報告した。
準結晶の電子状態と電子伝導 田村,細 川は,液 体 ・気体臨界点を越えて大き
東京大学工学部物理工学科 藤原毅夫 く体積膨張させる過程で,金属一非金属転移を生す
アルカリ ターリウ▲合金の電子物性 る水銀及びセレンについて,特 別設計の高圧容器
北濡道大学理学部化学第二学科 伊丹俊夫 を備 えたX線 回折装置による構造解析結果を報
流体水銀の電子物性 告した。






体の導電率,磁 化率,熱 電能測定の結果と散乱実 理論および計算機実験結果を紹介するとともに,
験による構造解析結果を紹介し,本系の金属一非金 バルクの固化現象の説明に密度汎関数理論の応用
属転移について議論 した。また,Tl-As、Se3系融 の可能性について議論 した。
体では,広 い組成範囲にわたってAs-Se結合にHOhlは,内 部加熱型のオートクレープを用い
よると考えられるクラスクーの存在を指摘した。 て測定したカリウムの液体 ・気体臨界点近傍まで
三沢は,これまで報告さRて いるTe融 体の構 の蒸気圧曲線について紹介 し,すでに報告されて
造の特徴を紹介 し,つ いでパルス中性子回折法に いるRbやOSの 結果と異なる事を報告 した。
より3つ 温度 について精密測定 したTe融 体の 鈴 木 は,Debyeモ デ ル に 比 べ 過 剰 の
構造の情報を報告,得 られた結果は,短 い鎖状分HanmOnicmodeの 寄与をmす,Pd7gGe,、ア
子を基本構造要素とするモデルで説明可能である モルファス合金の低温物性と中距離構造との関連
ことを指摘した。 性について,中 性子非弾性散乱実験結果を基に報
田巻,丸 山は,回 折実験により決定される構造 告 した。(
因子をもとに,不 規則系における原子の3次 元的 星野,長谷川,渡 部は,Na液 体を例に広い密
配 置 を求 め る有 力 な 手段 と して提 案 され た 度領域における原子構造の変化に対応すると考え
ReverseMonteCarlo(RMC)法の特徴を られる 電子 状 態 につ い て,摂 動 理 論,CaP一
紹介,剛 体球模型で説明出来ないGa,Bi,SnParrineilo法およびLAPW法 によって実施 し
融体への適用例を報告,こ れらの金属融体におけ た理論計算結果を報告 した。
る原子の3次 元的配置は,Na融 体に比べ配位数 森,星 野,渡 部 は,り 成分系で成功 している
の分布が狭いことを指摘した。ModifiedHNC近 似を2成 分系への拡張する
遠藤は,結 晶状態では半導体,液 体状態では金 際の留意点を紹介し,新 しい提案とその成果を報
属的性質を示すTeを 題材にとりあげ,種々の手 告した。







抗と磁化率に関する実験的研究結果を紹介,こ れ 原子配列あるいは運動の微視的解明など,個 々の
らの合金融体が示す特異な物性と電荷移動との関 研究者が試みている最新の情報を入手したのみで
連性を報告 した。 なく,構造不規則系における原子 ・電子物性につ
八尾は,三 重点から液体 ・気体臨界点を越える いて,理 論 ・実験両面の現状をある程度共有でき
広い温度および圧力範囲における液体水銀の光吸 たと考えられる。今後も,全 国の異なる分野の研
収係数,熱 電能測定結果を紹介,密 度の増加とと 究者が集り,こ の様な自由な討論と情報交換の機
もに吸収線幅が広がり吸収端は低工ネルギー側に 会をもつことによって,ア モルファス合金 ・アモ
移動するなどの新しい知見を報告した。 ルファス¥導 体 ・準結晶など,《新物質 ・新材料》
U」本は,液 相から臨界点を経て気相に至る広い に深く係わる不規則系の原子配列や運動の中に,
温度および圧力範囲で測定した,液 体ヨウ素の密 未だ解明されていない,あ る種の秩序を見出しこ
度および光吸収係数の結果を紹介,密 度の増加に れを支配する法則を把握,構 造不規則系の本質に
伴う πゴ*遷 移ピークの低工ネルギー側への移動 迫る議論の展開が期待できる。なお,こ の機会を
と,ヨ ウ素分子間の π一σ*電荷移動との関連性な 利用し,構 造不規則系研究の将来計画に関する議
どを報告した。 論も行い研究会を終了した。
5f電子元素の単離 と利用に関する研究会

































第1は,ア クチノイド兀素の生成過程(原 子炉燃 社の化学法ウラン濃縮プロセス用分離媒体の開発







主に/と2に ついての検討と議論を行なった。第 あるが,耐 放射線性の観点からも注目される提案
二の課題は,今 後の課題として捉えられている。 であろう。






































ポ リマー物性 とパ ター ン形成
山形大学工学部 石 鍋 孝 夫
C・ 予てより知り合いの金研川添研究室の大野先生 理学賞へと到った。そこで本研究会では,現在注
から,上 記のようなテーマで 「金研主催の研究会 目をあびている混合系の相分離 ・スピノーダル分
を行いたいので,そ の代表者になってほしい」と 解やゲル化を集中的に議論する一方,生 物学的現
























































グモデルで記述するHo【⊃fieldモデル について10月22日(木)3号 館2階 会i議室
の研究の流れを,Gardnerのレプ リカ法や自身4,開 会の挨拶 石鍋孝夫(U」形大工)


















































東北大学 ・金属材料研究所 増 本 健
1.はじめに2 .マ イクロ磁気デバイス用薄膜材料



















*はじめに 増本 健(東北大 ・金研)応 用
/,マイクロ磁気デバイスに期待するもの 藤井壽崇(豊橋技科大)

















































東北大 ・金研 福 田承 生,岡 野 泰則
1.はじめに ことができた。以下に本ワークショップのプログ




あり,単結晶作成中の化学的,物 理的基礎現象の 九州大 ・機能研 今石宣之






なブレイクスルーを究極の目的とし,単 結晶作成(座 長:九 大 ・工 宮崎則幸)
技術における最も基礎的な現象のひとつである流14:30～15:30LECGaAs単 結晶中の応力
動,熱 ・物質移動現象に関し,多 くの分野の研究 と転位との相関
者が一同に会 し,各々の観点より結晶成長におけ 京都工繊大 山田正良
る移動現象を総合的に討論できる場として,「バル り5:30～15=40休憩
ク単結晶作成に関する移動現象」と題 したワーク(座 長:東 北大 ・反応研 宝沢光紀)O
ショツプを企画 し,5月25日{月),26日(火)の2日り5:40～16:30ボート法GaAs結 晶の育成と
間,金 研会議室において開催 した。 数値シミュレーション
旭硝子 石原知幸












(座長:早 大 ・理工 平田 彰)し がちであるCZ法 の数値解析を如何に精度 を
9:00～/0=00自然対流の基礎とその数値計算 下げず,低 容量で行う手法を提示した。九州大 ・
九州大 ・機能研 尾添紘之 機能研の尾添は,20年以上にわたる自然対流に関
/0:00～1/=00バルク結晶成長と計算機技術 する自身の研究成果を初歩から応用にわたるま
東北大 ・金研 干川圭吾 で,分 かりやすく解説 した。自然対流は古くより
M:OO--//:り0休憩 着 目されている現象で,結 晶成長における自然対
(座長:山 梨大 ・工 春日正伸)流 を論じる際には多分野における過去の研究成果
/り=10～り2:00パネルディスカッション を紐解くのが有効であることが示唆された。これ
柿本浩一(NEC)と 同様のことは,CZ内 対流に関し気象学のバル
河合一穂(京大 ・工)コ ニツクフローを用い説明 したNECの 柿本の
宗像鉄雄(機械研)発 表でも現れていた。東北大 ・金研の干川は,自
塚田隆夫(東北大 ・反応研)ら 身の過去の結晶成長を通 し,今後の結晶成長と計
り2:00～12:05閉会の挨拶 算機技術との関わりの方向性について述べた。最







究者が参加 し,貴重な発表,討 論が繰り広げられ バルク単結晶作成における移動現象の重要性は
た。今回のワークショップにおける発表,討 論の 比較的古くから指摘されているが,結 晶作成が極
概要を以下に記す(敬 称略)。 めて高温かつ閉鎖系で行われているため,十 分な
ウィスコンシン州大のS.KouはFZ法 によ 現象の解明には至っていないのが現状である。 し
る結晶作成時の対流,熱 ・物質移動現象に関する かし,昨今の測定装置や計算機の発展にともない,
数値解析及び可視化につ いての発表を行った。 かつてでは考えられないほど多くの現象が明らか
FZ法はCZ法 に比べ,融 液ゾーンが狭く,か つ になってきているのも事実である。今後さらなる
い'温 度勾配が急峻なため,融 液表面で発生する強い 分野の研究者の参入により,現 状では不明な現象
マランゴニ流が融液全体 に広がる ことが示され が解明され,現 状のバルク単結晶作成技術の大幅
た。京都工繊大の山田は直交偏光計を用いLECな ブレイクスルーが行われることが期待されると























傾斜機能材料は,当初,宇 宙 ・航空機用超高温 岡根 功(豊橋技科大工)
材料として設計され,傾 斜化による熱応力緩和の 座長 渡辺龍≡(東北大工)





しかしながら,傾 斜機能材料の将来は,高 温構 座長 岡根 功(豊橋技大工)
造材料のみならす,光 学材料,電 磁気材料,耐 食 伯:OO--/0:30「傾斜組織をもつ生体活性がラ










て開催され,以 下に示す8件 の講演が行われた。M:45～1/=55閉 会挨拶
平井敏雄(東北大金研)
15日(月)傾 斜機能材料のお手本とも言える自然界に存在
/3=20～13:30開会挨拶 する種々な材料(竹,木 材,膏 ,貝殼など)に 関
平井敏雄(東北大金研)す る考察をもとに,傾 斜機能材料のあり方が議論























































































15:30-/6:30次期ステップ を視野 にお いたJOYO照 射の高度化計画
JMTR材 料照射研究への課題と 動燃大洗 宮川俊一
要請(含討論)平 成5年 度への照射の要望
九州大学応力研 吉田直亮 各照射グループ




原研東海研 菱沼章道13=OO-/4:00核 融合材料研究に関連 した国際
/6:55-17二20Sic/SlO協 力の現況と今後の展望
東大 香山 晃 東大 石野 栞
/7:20-17=45バナジウム合金 東大 香[1」晃




JMTR'」OYO照 射研究 施設長 茅野秀夫
半導体中の欠陥評価法
結晶欠陥物性学部門(角野研)末 澤 正 志
1.は じめに そこで,各 種測定法に熟知し,興 味ある結果を
半導体の最も重要な性質の一つは,そ の電気 出されている方々に測定原理をも含めて研究成果
的 ・光学的特性が添加された不純物や形成された を講演 して頂いた。講演数は比較的少数に絞り,
欠陥に強く依存することである。半導体素子はそ 各講演時間を長くした。
のような 「構造敏感性」を利用している。また,
構造敏感な性質を利用 して,不 純物や欠陥の同定2.ワ ークショップ報告
や定量分析が行なわれている。構造敏感な性質が ワークショップは,/0月29,30日に下記のプロ
多様であるので欠陥評価法も多彩である。しかし,グ ラムにしたがって開催された。
通常,各 研究者は普段用いている1,2の 測定法 プログラム
にのみ詳 しい。そのため各種測定法で得られた結10月29日(木)




東北大 ・金研 角野浩二(/0分)東 北大 ・金研 末澤正志(/0+10)
り.理論的評価法一特に不純物準位と不純物反応に 閉会の辞 東北大 ・金研 角野浩二(1G)
ついて一






休 憩q4150-/5:/0)を,Si中 の遷移金属やZnSe中 のLiやNに 関
第2セ ッション:司 会 小野春彦((15:/0-/6:す る計算結果と測定結果を比藪することにより示
40)し た。そのうちの幾つかは,計 算が先行しのちに
3.キヤパシタンス法一特にICTS法を中心に一 実験がおこなわれたものであった。またいくつかCi
電総研 ・材料科学部 大串秀世(40十り0)の 予測を行なった。
4.接合容量法一Si中のFe-Bの挙動一1〈vederは,彼 らが開発 したEDSR法 の原理
九大 ・工学部 中島 寛(30十40)と,そ れをSi中の転位のような拡張した欠陥に
第3セ ツション:司 会 坂井一文(16:40-18:適 用した測定結果を示した。点欠陥の問題がかな
00)り 解明さRた ので,今 後一次元(例えば,転 位)や
5,エッチング法によるシリコン結晶中の欠陥評 二次元(例えば,界 面)の欠陥に関する研究が進め




東北大 ・金研 簑和恭子(20十10)解 説した。この方法は,そ れ以前に開発された同
じキャパシ9ン ス法であるDLTS法 と比較する
10月30日(金)と,測 定温度が一定であるという長所がある。こ




㈱NECマ イクロ ・テレ研 小野春彦(40十/0)い く過程をDLTS法 等のキャパシワンス法を用
8.光散乱法(レーリー,ラ マン)による半導体結 いて研究した結果を示 し,DLTS法 が欠陥の工
晶内の欠陥観察 ネルギー準位はもちろん,欠 陥反応を調べる上で
学習院大 ・理学部 坂井一文(30十10)も 有力な手段であることを示 した。
休 憩(/0:30-/0:50)今 井は,シ リコン ・ウエーハの結晶欠陥評価上




東北大 ・金研 関口隆史(40十10)簑 和は,Si表面に微小な引っ掻き傷を施 した
/0.フォトルミネッセンス法による評価一特にSiと ころに発生する非晶質Siを電顕観察 により見
添加GaAs中 の熱処理欠陥一 出した結果を示し,その成因を議論 した。
-24一
小野は,プ ーリ工変換光吸収法の原理及びそれ4.ま とめ
によりGaAs中 の軽い不純物による局在振動を ワ 一ークショツブ参加者は約40名で,各講演に対
測定した結果を示した。そして,局 在振動から,し て活発な質疑応答がなされた。な じみのうすい























人 事 異 動
新任及び昇任
氏 名 年 月 日 官 職 部 門 等
≡ 浦 成 人/9928.1助 教 授 強磁場超伝導材料研究センター
fig祥 図/992・9・1助 手 鋸 物性論e
鳴 井 實1992.10.1助 手 材料試験炉利用施設
星 彰/992.1/.1助 教 授 強磁場超伝導材料研究センター












'92 -169不 活 性 ガ ス 融 解 法 に よ る 高 純 度 鉄 中 の 極 微 量 高 張 友 夫 ・ 安 彦 兼 次 鉄 と 鋼78(1992) ,
酸 素 の 定 量 小 鹿 原 猪 一 ・ 今 北 毅86-93
針 間 矢 宣 一 ・ 猪 熊 康 夫
猪 股 吉 晴 ・ 石 橋 耀 一
田 中 清 之 ・ 富 山 茂 樹
森 本 行 俊 ・ 伴 弘 一
菊 地 正 ・ 大 河 内 春 乃





















92-175ナ ノ 粒 子 分 散 を 利 用 し た 超 高 比 強 度 軽 合 金 の 井 上 明 久 ・ 増 本 健 軽 金 属42(1992),
27一
92-176石 灰 る つ ぼ で 溶 製 し た チ タ ン 鋳 物 の 内 部 健 全 佐 藤 敬 ・ 松 本 昇 鋳 物64(1992) ,
性 の 改 善 米 田 隆 志 ・ 岩 邉 洋 史312-317






















































































































































92-215Bi-Sr-Ca-Cu-O系超 伝 導 膜 の 生 成 とCVD条 件 長 谷 井 政 治 ・ 黒 沢 秀 行 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金39
山 根 久 典 ・ 平 井 敏 雄(1992),358-361
92-216酸 化 物 高 温 超 伝 導 体 の 研 究 の 展 望ll.実 験 武 藤 芳 雄 ・ 小 林 典 男 低 温 工 学27(1992),
195-206
92-217ク ラ ッ ド ・チ ッ プ 押 出 し 法 に よ るNb3Snの 斎 藤 栄 ・ 和 知 高 志 日 本 金 属 学 会 誌56
線 材 化 安 達 和 彦 ・ 花 田 修 治(1992),960-964
92-218高 温 超 伝 導 酸 化 物 常 盤 文 子 化 学47(1992),
一 常 温 超 伝 導 体 に 向 け て 一366-370
-31一
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
92-219加 圧 超 流 動 冷 却 方 式 に よ る 超 伝 導 マ グ ネ ッ ト 渡 辺 和 雄 ・ 能 登 宏 七 低 温 工 学27(1992),































































































92-246Sm2Fe1TN.の磁 気 特 性 入 山 恭 彦 ・ 小 林 久 理 真 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌
加 藤 宏 朗 ・ 中 川 康 昭16(1992),153-158
92-247ナ ノ 粒 径 を も つbccFe-Zr-B-Cu合金 の 磁 心 特 牧 野 彰 宏 ・ 鈴 木 清 策 電 気 学 会 論 文 誌A











92-250cvD・Tic-c複合 材 料 の 合 成 と熱 的 性 質 金 瑞 元 ・ 佐 々 木 眞 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金39
平 井 敏 雄 ・ 鈴 木 裕 之(1992),291-294
92-251sic-Yb4A120g複合 材 料 大 森 守 ・ 小 出 太 郎 粉 体 お よ び粉 末 冶 金39
玉P=井 敏 雄(1992) ,488-491
92-252化学 気 相 析 出 法 に よ るTiC/c系傾 斜 機 能 材 料 佐 々 木 眞 ・ 金 瑞 元 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金39






















































































92-279高 分 解 能 電 子 顕 微 鏡 で 覗 い た 準 結 晶 の 構 造 平 賀 賢 二 日 本 物 理 学 会 誌47
(1992),640-645
92-280射 出 成 形 法 に よ る ア モ ル フ ァ ス 合 金 の 開 発 井 上 明 久 ・ 増 本 健 工 業 材 料40(1992),
[9]53-58
92-281ア モ ル フ ァ ス 合 金 の 簡 単 な 成 形 法 井 上 明 久 ・ 増 本 健 金 属62(1992)t







































































92-302胆 石 の 結 晶 成 長 一 特 に コ レ ス テ ロ ー ル 胆 小 松 啓 応 用 物 理61(1992),
石 の 形 成 過 程 を 中 心 と し て830-834
92-303コ レ ス テ ロ ー ル 胆 石 の 形 成 過 程 小 松 啓 金 属62(1992),[8]
50-55
92-304KFを フ ラ ッ ク ス と し て 得 ・た 正 方 晶 系CeAIO3単 宍 戸 統 悦 ・ 田 中 雅 彦 日 本 化 学 会 誌(1992),
結 晶 堀 内 弘 之 ・ 福 田 承 生680-682
「 ・92 -305KCIフ ラ1ソ ク ス を 用 い て 合 成 し た 複 合 結 晶 宍 戸 統 悦 ・ 請 井 一一利 日 本 化 学 会 誌(1992),






























































92-321ア モ ル フ ァ ス 合 金 の 化 学 的 性 質 と 応 用 橋 本 功 二 化 学 工 業43(!992),
749-755
-40一


















































92-338オ ー ジ ェ 電 子 分 光 法 定 量 分 析 に お け る 装 置 補 源 内 規 夫e広 川 吉 之 助 鉄 と 鋼78(1992),
正 因 子 福 田 安 生 ・ 鈴 木 堅 市165-172
橋 本 哲 ・ 鈴 木 敏 子
薄 木 智 亮 ・ 吉 田 鎮 男
甲 田 満 ・ 瀬 崎 博 史
堀 江 浩 ・ 田 中 彰 博
大 坪 孝 至
92-339イ オ ン ス パ ッ タ リ ン グ に よ る 酸 化 物 のX線 光 橋 本 哲 ・ 広 川 吉 之 助 鉄 と 鋼78(1992),
電 子 ス ペ ク トル の 変 化 福 田 安 生 ・ 鈴 木 堅 市149-156
鈴 木 敏 子 ・ 薄 木 智 亮
源 内 規 夫 ・ 吉 田 鎮 男
甲 田 満 ・ 瀬 崎 博 史
堀 江 浩 ・ 田 中 彰 博
大 坪 孝 至
92-340酸 化 物 試 料 のX線 光 電 子 分 光 法 に よ る 定 量 薄 木 智 亮 ・ 広 川 吉 之 助 鉄 と 鋼78(!992),
分析 獣 篭:無 誹157"164《
源 内 規 夫 ・ 吉 田 鎮 男
甲 田 満 ・ 瀬 崎 博 史
堀 江 浩 ・ 田 中 彰 博
大 坪 孝 至
92-341固体 の マ ス ス ペ ク トロ メ ト リー 我 妻 和 明 ぶ ん せ き8(1992),
一 グ ロー 放 電 質 量 分 析 法 を 中 心 と して 一604-611
92-342グ ロー 放 電 発 光 分 光 法 に お け る ス ペ ク トル線 我 妻 和 明 分 析 化 学41(1992),
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